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１． まえがき 

近年，高度道路情報システム ITS（Intelligent 
Transport System）においてミリ波車載レーダを

センサとした衝突予防技術の研究が進められてい

る．現在，車載レーダには低速の信号処理で高距

離 分 解 能 が 得 ら れ る FMCW （ Frequency 
Modulated Continuous Wave）方式が多く採用さ

れている．一方，パルス圧縮方式は高速の相関処

理を必要とし，高距離分解能を実現するが広帯域

受信系を要求する．これに対し，中程度の帯域幅

をもったパルス圧縮波を非線形周波数ステップさ

せることによって，狭受信機帯域幅にて高距離分

解能を実現し，ウェイトを乗じるのとは異なり受

信電力の損失なく距離ピークサイドローブ

（PSL）低減する Nonlinear Synthetic Wideband 
Waveforms(NL-SWW)[1]が提案されている．本稿

では NL-SWW 法にパルスドップラフィルタによ

るドップラ周波数推定・補正処理[2]を組み合わせ

た多周波 NL-SWW を提案する． 
                                                        

2 ．提案する多周波 NL-SWW 
提案する多周波 NL-SWW は，サブパルス(帯域 b

の LFM 変調波)の非線形周波数ステップさせる図

1 のような送信周波数シーケンスを用いる． 
 
 
 
 
 
 
 

図 1：多周波 NL-SWW の送信周波数シーケンス 

次に多周波 NL-SWW における計測信号モデルは， 
 
 
と書かれる．尚，tp:サブパルス幅，μ(=b/tp):LFM
スロープである． 
 
 
 
 

図 2：多周波 NL-SWW 信号処理ブロック図 

提案法では式(1)，各サブパルス計測信号をパル

ス圧縮後，図 2 に示すように各 n に対する m 方向

のサンプリング信号に対してフーリエ変換を行う． 
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ここで k(=0,1…M-1)は周波数チャンネル番号，

G(n,m)はパルス圧縮後の信号である．式(2)の出力

振幅がピークとなる周波数チャンネル番号 を

検出することにより，目標相対速度が得られる．

式(1)より，n 方向サンプリングの信号の周波数は

目標距離と相対速度の関数であり，得られたドッ

プラ周波数をもとに補正処理を行う． 
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この信号に対して，以下に示す n 方向に逆フー

リエ変換により合成帯域処理を行う． 
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 3．距離 PSL の低減効果と距離分解能 
 サブパルス 

パルス圧縮 
(Non-weight) 

 
 
 

多周波 NL-SWW における

逆フーリエ変換出力 
 
 
 n=N-1

 
 
 
 

図 3：逆フーリエ変換出力の一例 
 図 3 に示すのは車載レーダ向けのレーダパラメ
ータを用いた場合の逆フーリエ変換出力である．
非線形周波数ステップによって受信機帯域幅はサ
ブパルス帯域幅 b のみを必要とし，同じ受信機帯
域幅でありながら非線形合成帯域(B=360MHz)によ
りサブパルス(b=80MHz)と比較して，約 4.5 倍の距
離分解能を実現した。さらに線形周波数ステップ
の理論値(-13.2dB)と比べて，-9dB の距離 PSL 低減
効果を発揮した． 
4．むすびに 
本稿では，ドップラ周波数補償と低距離 PSL を

備え，狭受信機帯域にて高距離分解能を実現する

多周波 NL-SWW を提案した． 
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